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本
書
は
コ
プ
デ
シ
の
停
記
書
に
し
て
彼
が
書
翰
を
排
刊
し
て
閑
々
ホ
プ
y
y
氏
の
註
蒋
を
挿
入
せ
る
も
の
な
り
。
コ
プ
デ
シ
の
侍
記
ざ
し
て
知
ら
る
、
も
の
に
ジ
ヨ
シ
・
モ
I
V
1
の
大
著
あ
り
。
本
書
は
モ
1
v
l
本
業
他
に
未
だ
後
表
せ
ら
れ
ぎ
る
書
翰
主
ざ
し
て
コ
プ
デ
シ
の
チ
ャ
l
y
只
・
サ
ム
ナ
I
及
へ
Y
7
1
-
Y
チ
ヤ
ー
ド
に
宛
つ
る
も
の
を
集
録
せ
る
も
の
さ
す
。
自
由
貿
易
の
主
張
者
た
り
穀
税
廃
止
運
動
の
念
先
鋒
た
り
非
干
渉
主
義
の
政
治
家
た
る
y
チ
ヤ
ー
ド
・
コ
プ
デ
ン
の
面
白
躍
如
ご
し
て
忽
中
に
溢
る
。
ホ
プ
y
y
氏
が
特
に
「
図
際
人
」
さ
云
へ
る
葦
し
コ
プ
デ
シ
の
同
輩
た
る
偽
人
開
B
F
号
日
3
三
口
の
評
語
に
賛
せ
る
も
の
。
さ
れ
ぎ
コ
プ
デ
シ
は
他
園
民
の
幸
一
臓
を
懐
ふ
こ
さ
念
に
し
て
自
国
の
存
在
を
忘
却
す
る
意
味
に
於
け
る
「
イ
・
シ
タ
ナ
ジ
ヨ
ナ
Y
・マ
y
」
に
あ
ら
十
、
否
、
此
意
味
じ
於
け
る
「
図
際
人
」
に
あ
ら
ぎ
る
所
に
彼
れ
コ
プ
デ
ン
の
箕
面
白
は
あ
り
。
ホ
プ
y
y
氏
の
本
書
詮
す
る
所
、
亦
買
に
彼
が
比
意
味
に
於
け
る
「
園
際
人
」
に
あ
ら
ざ
り
し
こ
さ
之
な
り
。
又
今
日
の
所
謂
園
際
聯
盟
の
思
怨
の
如
き
果
し
て
コ
プ
デ
ン
の
賛
す
る
所
さ
な
る
可
き
や
否
や
疑
あ
る
所
ぜ
す
。
蓋
し
彼
は
絡
調
非
干
渉
の
倫
理
を
提
唱
す
れ
ば
な
b
o
彼
は
自
由
貿
易
を
以
て
す
る
図
際
的
民
主
々
義
に
一
瞥
を
呈
せ
り
。
然
れ
ざ
も
完
全
な
る
政
治
的
民
主
之
裁
の
前
提
ざ
し
て
経
済
的
民
主
々
義
の
要
あ
る
こ
芝
彼
の
関
知
せ
ざ
る
所
な
り
き
。
議
に
コ
プ
デ
シ
の
大
短
所
は
存
す
。
而
て
此
賂
に
こ
そ
彼
が
偉
大
な
る
個
性
に
存
す
る
な
れ
。
吾
人
が
コ
プ
デ
シ
の
傍
記
に
就
て
深
く
思
念
を
凝
ら
す
可
き
は
買
に
這
佃
の
貼
に
あ
ら
宇
し
て
何
ぞ
や
。
ホ
プ
y
y
氏
の
新
著
に
接
し
て
吾
人
は
新
に
コ
プ
デ
y
文
献
を
得
た
る
を
喜
ぶ
。
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題
し
て
「
平
和
さ
世
界
経
滑
り
将
来
、
聯
合
図
中
立
閣
の
正
義
島
田
山
ふ
少
数
者
に
奥
ふ
る
公
開
駅
」
吉
一
宮
ふ
這
般
の
戟
争
に
於
げ
る
一
敵
国
人
が
物
ゼ
る
僅
々
三
十
飴
頁
の
一
小
珊
子
な
リ
。
吾
人
若
し
本
珊
子
の
著
者
が
彼
の
プ
γ
シ
タ
ノ
門
下
の
諮
オ
士
り
濁
趨
フ
ラ
イ
プ
ル
グ
大
串
教
授
大
リ
濁
逃
有
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の
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六
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博
士
大
る
た
後
見
す
る
・
』
さ
な
か
り
ぜ
ば
晋
人
口
還
に
此
小
知
子
守
ぱ
戟
攻
敢
闘
人
の
愁
訴
ご
し
て
之
げ
し
い
一
瞥
た
も
奥
へ
ざ
り
し
0
・
も
知
れ
?
。
一
.
.
博
士
は
曾
て
ト
マ
子
力
l
ラ
イ
ω
F
日
参
し
イ
ン
マ
ヌ
エ
ケ
カ
シ
ト
た
掲
ぐ
る
一
個
の
理
想
主
義
者
な
り
。
博
士
の
論
者
た
越
じ
℃
吾
入
の
心
胸
た
打
つ
も
の
は
貨
に
博
士
が
高
速
な
ら
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
之
な
り
。
其
の
マ
hw
グ
ス
ら
排
し
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カ
シ
ト
た
し
て
掬
盆
驚
嘆
の
念
に
満
大
し
め
れ
る
こ
内
/
の
物
は
ん
γ
1
ニ
グ
ス
ベ
タ
じ
の
‘
物
静
か
な
る
歩
道
の
み
な
ら
ず
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l
p
シ
グ
グ
ロ
ス
の
喧
騒
の
-
也
氏
も
ワ
テ
V
ス
ト
リ
ー
ト
の
大
震
D
，
上
に
も
燦
然
ざ
し
て
輝
げ
リ
」
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以
て
「
英
国
哲
串
界
に
は
ハ
1
パ
ー
ト
・
ス
パ
シ
サ
ー
は
死
ぜ
リ
」
の
論
断
に
達
し
れ
る
著
者
は
這
個
の
一
、
小
著
に
於
て
未
だ
何
た
か
訴
へ
ん
て
す
る
ぞ
。
「
新
濁
逸
は
英
、
過
去
よ
り
断
然
分
離
せ
ん
ざ
す
る
も
の
な
り
。
打
破
さ
れ
た
る
濁
逸
軍
閥
主
義
の
責
任
を
桓
む
は
愚
か
終
に
全
世
界
を
し
て
吾
人
を
嫌
悪
せ
し
め
た
る
ず
I
イ
Y
鐙
々
の
倣
慢
漢
を
是
認
せ
む
さ
は
思
ひ
も
寄
ら
十
」
「
民
主
的
溺
逸
の
特
に
罪
を
問
は
ん
ご
す
る
は
彼
の
汎
濁
遜
的
な
る
『
智
カ
ア
Y
者
』
の
知
識
階
級
に
し
て
偏
狭
な
る
穣
カ
の
幻
想
じ
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